
与那原大綱曳まつり
熱気と歓声に包まれた２日間。大綱を
囲む人々の姿、たくさんの笑顔を写真
で振り返ります。
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支
度
と
し
て
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曳
に
参
加
し
ま
し
た
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藁の搬入５月ウマチー

綱づくり
６月ウマチー

ウマチー綱曳

アミシの御願・日延の御願
メーモーイ練習

カナチ棒取出し

大綱曳本番 ！

大綱本体づくり

31
5月

30
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29
6月

28
7月

5
8月

13
8月

15
8月

16
8月

アブシバレー

ここで紹介したことが、与那原大綱曳のすべてではありません。見えないところでも、多くの人がそれぞれの役割を担い、
世代を超えて共に汗を流しています。 人がつながり、地域がひとつになる。その力が、与那原大綱曳をつくっています。

大綱曳実行委員会が拝所を巡り、町民の安
全や町の繁栄、大綱曳の成功を祈願。台風
接近によりカタツムリを乗せた舟を海に流す
儀式は6月4日に行いました

親川拝所で水中に沈められているカナチ
棒が１年ぶりに取り出されました

朝から多くの綱武士が集まり、炎天下で大
綱づくり。仕上げは深夜にまで続きました

金武町屋嘉区から約5,000坪分の藁を大綱
曳倉庫へ搬入

大綱は町内13の区・自治会が編み上げた綱
からできています。7月下旬～8月上旬の日曜
に広場や集会所に集まり作業が行われました

与那原中学校２年生によるメーモーイ（前舞
い）の練習の様子（８月12日撮影）。同時期に
金鼓隊や、旗頭などの練習も行われます

アミシの御願は旧暦6月26日に行う豊作・雨
乞いの儀式。戦前、与那原大綱曳はこの日に
行われていましたが、戦後は直近の日曜開催
へ変更されたため、現在は綱曳の日延べを祈
る「日延の御願」と併せて行われています

大綱曳の前哨戦ともいわれる、子どもた
ちによる恒例の綱曳（西の勝利でした）

もともとは旧暦5月15日に行われる豊作を
祈願するまつり。町内の拝所を巡ります

もともとは旧暦6月15日に行われる収穫の
おまつり。町内の拝所を巡ります。

与那原大綱曳は多くの人によって支えられています。
藁の搬入から拝所での祈願、各役の練習、綱づくり、当日の運営から片付けまで
一人ひとりの想いと役割が重なり合い、大きな人の輪へと広がっていきます。

　みんなで〝綱〞いできた、これまでの歩みを振り返ります。

Y o n a b a r u  G r e a t  T u g - o f - W a r 第44回 与那原大綱
曳まつり
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